














4.要約 

1.外表奇形モニタリングの実施案策定にさきだち,効果的実施の前提となる諸条件を検討

した。 

2.外表奇形(先天異常一般も同じ)はそれぞれの疾患が低頻度であるから,正確な診断が最

も重要な事項である。 

3.異なった 2 つの外表奇形でも表現型の類似が少なくなく,このため診断に必要な外表奇

形の分類・整理と写真集の蓄積を開始した。臨床医の利用の便を計り,外表区分に従った配

列と写真・コード(ICD)対応を附し,各種の索引利用を考慮している。 

4.外表奇形の把握時期,そのシステムと診断レベルに言及した(表 2)。特定の一システムで

全ての目標を達成することは容易ではない。多面的,多角的な方策の実施が必要であろう。 

5.母子健康手帳の利用について例をあげた。 


